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上記、は同一工事でなくてもよい。
ただし、申請できる同種工事の施工実績は
２件までとする。
なお、当該実績が国土交通省が発注した工
事のうち入札説明書に示すものに係る実績で
ある場合にあっては、評定点合計が入札説明
書に示す点数未満であるものを除く。
経常建設共同企業体にあっては、構成員の
うち１社が上記の施工実績を有し、他の構成
員は元請けとして完成・引渡しが完了した、
上記の施工実績を有すること。
また、異工種建設工事共同企業体としての
実績は、協定書による分担工事の実績のみ同
種工事の実績として認める。
～ 第１号２～に同じ。
３ 段階的選抜に関する事項
～ 第１号３～に同じ。
４ 総合評価に関する事項
 落札方式
 入札参加者は「価格」、「技術提案［ＶＥ
提案］」、「工事全般の施工計画」及び「施工
体制」をもって入札し、次の、の要件
に該当する者のうち、「総合評価の方法」
によって得られた数値（以下「評価値」と
いう。）の最も高い者を落札者とする。
 入札価格が予定価格の制限の範囲内で
あること。
 評価値が、標準点を予定価格で除した
数値（「基準評価値」）に対して下回らない
こと。

 において、評価値の最も高い者が２人
以上あるときは、当該者にくじを引かせ落
札者を決定する。

 総合評価の方法
 「標準点」を100点とし、「施工体制評価
点」の最高点を30点、及び「加算点」の最
高点を60点とする。
 「加算点」の算出方法は、予定価格の制
限の範囲内での入札参加者のうち、下記、
のそれぞれの評価項目毎に評価を行い加
算点を算出する。また、「施工体制評価点」
は下記の評価項目を評価して算出する。
なお、「施工体制評価点」の低い者に対して
は「加算点」を減ずる場合がある。
 技術提案［ＶＥ提案］の項目として「Ｒ
Ｃラーメン橋脚のコンクリートの品質確
保に係わる具体的な提案」
 工事全般の施工計画
 施工体制（施工体制評価点）

 第１号４に同じ。
 、、の評価項目について、共通
仕様書、特記仕様書及び関係法令を遵守し、
一般的な施工機械により施工（詳細は入札
説明書参照。）及び管理する方法を用いて作
業を行う者で、入札説明書等に記載された
要求要件を実現できると認められる場合に
標準点（100点）を与え、さらにの技
術提案［ＶＥ提案］及びの工事全般の
施工計画並びにの施工体制の内容に応
じて、それぞれ加算点及び施工体制評価点
を算出し与える。なお、の技術提案［Ｖ
Ｅ提案］を行わない者は、の内容に
応じて、それぞれ加算点及び施工体制評価
点を算出し与える。
 の「ＲＣラーメン橋脚のコンクリー
トの品質確保に係わる具体的な提案」の技
術提案［ＶＥ提案］については、予定価格
の制限の範囲内の入札参加者のうち、提案
内容に応じて、それぞれ、Ⅴ（30点）、Ⅳ
（23点）、Ⅲ（15点）、Ⅱ（８点）、Ⅰ（３
点）及び不採用により評価を行い加算点を
与える。
の「工事全般の施工計画」について
は、予定価格の制限の範囲内の入札参加者
のうち、内容に応じて、Ⅴ（30点）、Ⅳ
（23点）、Ⅲ（15点）、Ⅱ（８点）、Ⅰ（０
点）により評価を行い加算点を与える。な
お、未提出である又は全ての提案が不適切
である場合は欠格とする。

 、、の評価基準の詳細は入札説
明書による。
 「ＲＣラーメン橋脚のコンクリート
の品質確保に係わる具体的な提案」について
は、受注者の責により入札時の評価内容が実
施されていないと判断された場合は、ペナル
ティとして、工事成績評定を減ずることとし、
未実施の評価項目毎に５点減ずる。
 で求めた、工事全般の施工計画につ
いては、履行状況から、受注者の責により入
札時の評価項目の内容が実施されていないと
判断された場合は、工事成績評定を減ずるこ
ととし、５点を減ずる。

５ 入札手続等
～ 第１号５～に同じ。
 申請書及び資料の提出期間、場所及び方法
申請書及び資料は次に従い提出すること。
詳細は入札説明書による。
１）技術提案書［ＶＥ提案］及び工事全般の
施工計画書以外 申請書及び資料は電子入
札システムで提出すること。ただし、やむ
得ない事由により発注者の承諾を得て紙入
札方式による場合は、次の受付期間及び受
付場所に郵送又は託送（書留郵便等、記録
の残るものに限る）するものとし、持参又
は電送（ファクシミリ）によるものは受け
付けない。
なお、申請書及び資料が３ＭＢを超える
場合の提出方法については、入札説明書に
よる。
～ 第１号５１）～に同じ。

２）技術提案書［ＶＥ提案］及び工事全般の
施工計画書 ３により一次選抜された者
は、次に従い資料を電子入札システムで提
出すること。ただし、やむを得ない事由に
より、発注者の承諾を得て紙入札方式によ
る場合は、次の受付期間及び受付場所に郵
送又は託送（書留郵便等、記録の残るもの
に限る）するものとし、持参又は電送（ファ
クシミリ）によるものは受け付けない。
なお、資料が３ＭＢを超える場合の提出
方法については、入札説明書による。
～ 第１号５２）～に同じ。

～ 第１号５～に同じ。
 入札及び開札の日時及び場所並びに入札書
の提出方法 入札書は、電子入札システムに
より提出すること。ただし、発注者の承諾を
得た場合は紙により持参又は郵送もしくは託
送（書留郵便等、記録の残るものに限る。）す
ること。
～ 第１号５～に同じ。
 郵送等による入札の受領期限は、平成29
年12月19日12時00分 送付先は、関東地方
整備局総務部契約課契約第一係。
開札は、平成29年12月22日11時00分 関東
地方整備局総務部契約課にて行う。
なお、落札決定の日は開札の翌日（休日は
除く。）を予定する。

６ その他
～ 第１号６～に同じ。
 本工事に係る申請書及び資料の提出にあ
たって、技術提案［ＶＥ提案］により施工し
ようとする場合は、その内容を示した技術提
案書［ＶＥ提案］を提出すること。ただし、
技術提案［ＶＥ提案］が適正と認められなかっ
た場合においては、標準案により入札に参加
ができる。
また、標準案に基づいて施工しようとする
場合は、標準案によって入札に参加する旨を
記載した書面を提出すること（詳細は入札説
明書参照。）。
～ 第１号６～に同じ。
 競争参加資格の確認の通知において、ＶＥ
提案により競争参加資格を認められた者は当
該提案に基づく入札を行い、標準案を提出し
た者は、標準案に基づく入札を行うことを条
件とし、これに違反した入札は無効とする。
～ 第１号６～に同じ。
７ Summary
～ The same with notice above (NO. 1)
 Subject matter of the contract : Construc‑
tion work of the Yokokan‑Minami Sakae
IC・JCT No. 34.

～ The same with notice above (NO. 1)

入 札 公 告（建設工事）
次のとおり一般競争入札に付します。
平成 29 年８月 21 日
独立行政法人
鉄道建設・運輸施設整備支援機構
契約担当役
北海道新幹線建設局長 長谷川雅彦

◎調達機関番号 565 ◎所在地番号 01
〇北海建公告第 13 号
１ 工事概要
 品目分類番号 41
 工事名 北海道新幹線、渡島トンネル（上
ノ湯）他（電子入札対象案件）
 工事場所 北海道二海郡八雲町地内
 工事内容 本工事は、北海道新幹線新青森
起点177km200ｍ～182km510ｍ間（延長
5310ｍ）のＮＡＴＭによるトンネル（延長
5270ｍ）及び路盤（延長40ｍ）の工事であ
る。
 工期 契約締結日の翌日から86箇月間
 使用する主な資機材 （トンネル）生コン
クリート 約71000 セメント 約4700ｔ
ロックボルト 約40000本 鋼製支保工

約2200基 鉄筋 約160ｔ

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